
それからっていうもの、僕の人生はすっかり変わっちゃったんだよ。

僕が前にすわって主導権を握ってペダルをこいでいたときは、僕は

自分がどこに行くのかよくわかっていた。

たいくつといえばたいくつだったけど、次にどこへ行くのかわかっ

てたからその意味では安心だったよ。どこへ行くにも近道ができた

しね。ところがイエス様が前にすわってこぐようになってからは、

大違い。イエス様って、いろんな周り道を知っててさぁ。

しかも山あり谷あり、岩道あり。すごいんだよ、それが。迫力満点さ！

僕なんかイエス様にしがみついているのが精一杯。

でも、「もう駄目だぁ！」というときにでも、

イエス様は「さぁ、こいで！」っておっしゃるんだよ。

僕は怖いし、不安だし、心配だし、何度もイエス様に聞くんだ

｢一体僕をどこへ連れて行かれるのですか？」って。

でもイエス様は笑うだけで、答えては下さらない。

ぼく　　じんせい　　　　　　　　　　　　か

ぼく　　まえ　　　　　　　　　　　しゅどうけん　　　にぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼく

じぶん　　　　　　　　　　い

つぎ　　　　　　　　　い

いみ　　　　　　あんしん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　ちかみち

さま　　まえ

おおちが　　　　　　　　　　　さま　　　　　　　　　　　　　　　まわ　　みち　　　し

やま　　　　たに　　　　　　いわみち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はくりょくまんてん

ぼく　　　　　　　　　　　　　さま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいいっぱい

だめ

さま

ぼく　　こわ　　　　　　　ふあん　　　　　　　しんぱい　　　　　　　　なんど　　　　　　　　　　さま　 　 き

いったい　ぼく　　　　　　　　　つ　　　　　　い

さま　　わら　　　　　　　　　　　こた　　　　　　　くだ
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そしていつのことだったか思い出せないんだけど、ある時

イエス様が座席を前と後ろで入れ替えないか？っておっしゃって、

僕たちは席をとりかえたんだ。

そして僕が「もう絶体絶命だぁ！今度こそ絶対駄目だぁ！」

そう確信するとき、イエス様はにっこり微笑んで僕に言うんだ、

　「 さぁ。こいで！」

おも　　　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とき

さま　　　ざせき　　　まえ　 　 うし　　　　　い　　　　か

ぼく　　　　　　せき

2

ぼく　　　　　　　　　ぜったい　ぜつめい　　　　　　　こんど　　　　　　ぜったい　だめ

かくしん　　　　　　　　　　　　　　　　　　さま　　　　　　　　　　　　ほほえ　　　　　ぼく　　　い
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